
行橋市民体育館外部等改修工事

福岡県行橋市今井3759番地

+ ＝

外壁改修工事 1.0 式

防水改修工事 1.0 式

電気設備工事 1.0 式

機械設備工事 1.0 式

1 国庫

2 県費

3 市単独

工事設計書

行橋市 建築政策課

合計消費税

工事費

 行橋市民体育館⾧寿命化計画に伴う行橋市民体育館外部等改修工事

工事概要

起工理由

補助内容

精

査

設

計

工事場所

工事名

工事価格



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

Ｂ1 共通仮設費（積上分） 式 1.0

純工事費

Ａ1 発生材処分費 式 1.0

工事原価

工事価格

Ｅ 消費税 ％ 10.0

工事費（合計）

当初設計 変更設計

Ｂ 共通仮設費（率分）

1.0式直接工事費Ａ

1.0式

1.0式

1.0式

一般管理費Ｄ

現場管理費Ｃ

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

Ａ 直接工事費

Ⅰ 外部改修建築工事 式 1.0

Ⅱ 外部改修電気設備工事 式 1.0

Ⅲ 外部改修機械設備工事 式 1.0

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

Ⅰ 外壁改修建築工事

1 直接仮設費 式 1.0

2 取り壊し工事 式 1.0

3 外壁改修工事 式 1.0

4 防水改修工事 式 1.0

5 発生材運搬費 式 1.0

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

Ⅰ 外部改修工事

1 直接仮設費

くさび緊結式足場 W=900（手摺先行方式）20ｍ未満 運搬費共 ｍ2 4,386

養生防音シート 防炎Ⅱ類 運搬費共 ｍ2 4,386

養生（屋上防水改修） ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ｍ2 3,950

養生（屋上防水改修） 塗膜防水 ｍ2 375

整理清掃片付け（屋上防水改修） ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ｍ2 3,950

整理清掃片付け（屋上防水改修） 塗膜防水 ｍ2 375

養生（外壁改修） ｍ2 524

整理清掃片付け（外壁改修） ｍ2 524

金網式養生枠 運搬費共 ｍ2 387

小計

改め

当初設計 変更設計

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

2 取り壊し工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去 無筋 人力 集積共 ｍ3 0.9

縦樋撤去 VP管 集積共 ｍ 149

既存防水層撤去 屋上防水層 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層 集積共 ｍ2 316

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去 集積共 ｍ 2,753

玉砂利撤去・積込 人力 ｍ3 40.1

壁ﾀｲﾙ撤去 下地ﾓﾙﾀﾙ 集積共（一部再利用） m2 26.4

押え金物撤去 集積共 ｍ 679.0

床目地撤去 集積共 ｍ 150.0

既設防鳥ﾈｯﾄ撤去 集積共 m2 9.2

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

3 外壁改修工事

外壁高圧洗浄 10～15PMa ｍ2 5,516

外壁剥落防止工法 ﾀｲﾙ面 外壁改修複合構工法(ｸﾘｱｰ仕上げ) ｍ2 4,580

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分注入工法 16本/ｍ2 一般部 ｍ2 229

ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 外装 ｍ2 35.0

複層塗材 RE 凸凹状 吹付け 下地調整費共（C-1） ｍ2 35.0

複層塗材 RE ゆず肌 ﾛｰﾗｰ塗り 下地調整共（C-1） ｍ2 927

ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 10×10 ｍ 336

ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 35×10 ｍ 1,320

ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 25×10 ｍ 97.7

ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 50×10 ｍ 53.3

ｼｰﾘﾝｸﾞ 変性ｼﾘｺﾝ系 20×10 ｍ 946

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管樋(ｶﾗｰ) 径100 ｍ 119

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管樋(ｶﾗｰ) 径125 ｍ 29.7

軽量鉄骨天井下地
25型（屋外）ふところ1.0未満 下地有 ＠360 ｲ

ﾝｻｰﾄ別途 ｍ2 9.2

天井 ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(DR) 凸凹 外部用 t=12 不燃 下地GB-S t=12.5共 ｍ2 9.2

軽天下地用ｱﾝｶｰ打込 ｸﾘｵｵｳｱﾝｶｰ M-10 箇所 24.0

防鳥ﾈｯﾄ撤去新設 56.17ｍ2 式 1.0

一般構造用木材 杉 胴縁 45×45 ｍ3 0.009

壁下地板（ﾗｽ下地） t=12 ｍ2 0.4

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ ｍ2 0.4

ﾒﾀﾙﾗｽ張り 壁 ｍ2 0.4

壁 ﾓﾙﾀﾙ塗 ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ下地 ｍ2 0.4

外壁 50二丁掛ﾀｲﾙ張り 平 施工手間 既設ﾀｲﾙ再利用 ｍ2 0.4

外壁改修面調査費
ﾀｲﾙ面改修 目視.打診による調査 マーキング.計

測.図面作成 ｍ2 4,580

外壁改修面調査費
仕上塗材改修 目視.打診による調査 マーキング.

計測.図面作成 ｍ2 962

木下地胴縁組手間 ｍ2 0.4

ｱｽﾍﾞｽﾄ調査(外装仕上げ材)
現地資料採取(1検体3箇所)  報告書作成(3部)

試験・分析調査(JIS-A 1481-1) 検体 1.0

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

4 防水改修工事

高圧洗浄 防水面 10～15MPa ｍ2 4,209

高圧洗浄 ｺﾝｸﾘｰﾄ面 10～15MPa ｍ2 789

1F会議室・事務室屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 平場部  下地調整共 ｍ2 669

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 立上り部 下地調整共 ｍ2 144

床面劣化部補修 ｍ2 66.9

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ床

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 平場 ｍ2 227

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 立上り ｍ2 46.9

下地処理（C-2）ｶﾁｵﾝ系 ｺﾝｸﾘｰﾄ 防水下地 ｍ2 46.9

下地調整費 ﾓﾙﾀﾙ面 ｍ2 227

2F出入口屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 平場   下地調整共 ｍ2 24.8

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 立上り部 下地調整共 ｍ2 4.0

床面劣化部補修 ｍ2 2.5

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 平場   下地調整共 ｍ2 349

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 立上り部 下地調整共 ｍ2 88.9

床面劣化部補修 ｍ2 35.0

軒樋内部

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 平場 ｍ2 147

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 立上り ｍ2 81.1

下地処理（C-2）ｶﾁｵﾝ系 ｺﾝｸﾘｰﾄ 防水下地 ｍ2 81.1

ｽﾃｰｼﾞ上

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 平場   下地調整共 ｍ2 264

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 立上り部 下地調整共 ｍ2 52.2

床面劣化部補修 ｍ2 26.4

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 平場 ｍ2 31.0

下地処理（C-2）ｶﾁｵﾝ系 ｺﾝｸﾘｰﾄ 防水下地 ｍ2 31.0

ｱﾘｰﾅ屋根

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 平場   下地調整共 ｍ2 2,643

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AS-J2 立上り部 下地調整共 ｍ2 27.5

床面劣化部補修 ｍ2 264

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

水切りｱﾝｸﾞﾙ ｱﾙﾐ製 ｍ 134

防水押えｱﾝｸﾞﾙ ｱﾙﾐ製 ｍ 679

ｼｰﾘﾝｸﾞ 防水止 変性ｼﾘｺｰﾝ 15×10 ｍ 334

ｼｰﾘﾝｸﾞ ｱﾝｸﾞﾙ止 変性ｼﾘｺｰﾝ 15×10 ｍ 814

複層塗材 RE塗 凸凹状 吹付け 下地調整費共(C-1) ｍ2 199

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ
鋳鉄製 70φ(100φ) 縦 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

ｽﾄﾚｰﾅｰ共 箇所 4.0

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ
鋳鉄製 100φ(125φ) 横 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

ｽﾄﾚｰﾅｰ共 箇所 10.0

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ
鋳鉄製 70φ(100φ) 横 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

ｽﾄﾚｰﾅｰ共 箇所 7.0

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ
鋳鉄製 70φ(100φ) 横 ｱｽﾌｧﾙﾄ保護

ｽﾄﾚｰﾅｰ共 箇所 4.0

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ
鋳鉄製70φ( 100φ) 縦 塗膜防水

ｽﾄﾚｰﾅｰ共 箇所 10.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 300×300×30 箇所 9.0

空調機基礎 式 1.0

防虫機基礎 式 1.0

目地ﾓﾙﾀﾙ埋め ｍ 150

脱気筒 ｽﾃﾝﾚｽ 箇所 53.0

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

5 発生材運搬費

運搬費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類 DID区間無し ｍ3 44.4

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ｍ3 2.2

小計

改め

内訳書



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

Ⅱ 外部改修電気設備工事

1 電灯動力設備 式 1.0

小計

改め

当初設計 変更設計

内訳書(電気)



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

1 電灯動力設備

電動機結線費 直入始動方式 台 17.0

電動機結線費 直入始動方式以外 台 2.0

電線管取外し HIVE 28 再使用する ｍ 185.0

電線管取外し HIVE 36 再使用する ｍ 8.0

電動機接続材取外し 被覆有F2(30)WP 再使用する ｍ 17.0

電動機接続材取外し 被覆有F2(38)WP 再使用する ｍ 2.0

照明器具（電撃殺虫器）取外し 3.0mポール共（再使用する） 基 1.0

電線管再取付 HIVE 28 ｍ 185.0

電線管再取付 HIVE 36  ｍ 8.0

電動機接続材再取付 被覆有F2(30)WP ｍ 17.0

電動機接続材再取付 被覆有F2(38)WP ｍ 2.0

照明器具（電撃殺虫器）再取付 3.0mポール共 基 1.0

小計

改め

内訳書(電気)



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

Ⅲ 外部改修機械設備工事

1 空調設備工事 式 1.0

2 撤去工事 式 1.0

合計

改め

当初設計 変更設計

内訳書(機械)



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

行橋市民体育館外部等改修工事

1 空調設備工事

ACP

1,2 空調屋外機取付 床置形，防振架台共 台 9.0

CH28.0㎾
ACP

A 空調屋外機取付 床置形，CH12.5㎾ 台 1.0
ACP

B 空調屋外機取付 床置形，CH12.5㎾ 台 1.0

ACP 空調屋外機取付 床置形，CH26.7㎾ 台 2.0

冷媒管用断熱被覆銅管 (液管)   φ12.7 m 84.2

冷媒管用断熱被覆銅管 (ガス管)  φ25.4 m 84.2

渡り配線工事 EM-CEE 1.25口×3C m 84.2

化粧カバー取付 300W×120H m 8.0

化粧カバー取付 450W×250H m 4.6

保温工事 屋外ガルバ 保温 φ80 m 14.0

鉄架台取付 Ｈ-200×150Ｈ×7800L×2本 式 1.0

鉄架台取付 H-200×150H×2320L×2本 式 1.0

計

改め

内訳書(機械)



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

2 撤去工事

ACP

1,2 空調屋外機取外 床置形，防振架台共 台 9.0

CH28.0㎾
ACP

A 空調屋外機取外 床置形，CH12.5㎾ 台 1.0
ACP

B 空調屋外機取外 床置形，CH12.5㎾ 台 1.0

ACP 空調屋外機取付 床置形，CH26.7㎾ 台 2.0

冷媒管用断熱被覆銅管撤去  φ12.7 m 84.2

冷媒管用断熱被覆銅管撤去  φ25.4 m 84.2

化粧カバー取外 300W×120H m 8.0

化粧カバー取外 450W×250H m 4.6

保温撤去 屋外ガルバ  φ80 m 14.0

鉄架台取外 Ｈ-200×150Ｈ 式 1.0

鉄架台取外 Ｈ-200×150Ｈ 式 1.0

ウェザーカバー撤去 φ400 個 2.0

計

改め

内訳書(機械)



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

B1 共通仮設費（積上分）

出入口仮囲い通路 単管足場、ベニヤ合板 式 1.0

小計

改め

当初設計 変更設計共通仮設費（積上分）

共通仮設費（積上分）



費目 工種 細目 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

A1 発生材処分費

処分費 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ3 0.9

ｱｽﾌｧﾙﾄ ｍ3 3.2

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ｍ3 1.3

ｼｰﾘﾝｸﾞ（廃ﾌﾟﾗ） ｍ3 0.7

ｶﾞﾗｽ・陶器 ｍ3 0.3

玉砂利 ｍ3 40.1

スクラップ 並銅 kg 80.0

小計

改め

当初設計 変更設計発生剤処分費

発生材処分費



1. 安全管理について

・工事車輌等の搬入出は、施設利用者の安全を考慮して行うこと。

・工事箇所が利用者の動線と交差する場合があるため、交通誘導員等を適宜配置し、

安全確保すること。

・仮囲い設置等は、状況に応じて、施設および監督者と協議すること。

・施設出入口付近に足場を設置する場合、施設利用者及び施設管理者等の安全確保のため、

合板等で通路部分の養生を行うこと。

2. 工程管理について

・施設および監督員と協議し、遅延無く工事を完了させること。

・施設を利用しながらの工事となるため、施設運用に極力支障がないよう工程管理を行うこと。

3. その他

・施工に当り現場付近の道路、樹木、工作物等に損傷を与えた場合は、請負者の負担

によって早急に復旧しなければならない。

・駐車場について、施設敷地内の駐車場所は限りがあるので、できるかぎり乗り合わせで

来場すること。また、駐車場所は施設管理者の許可を受けて駐車すること。

・施工計画書・材料承認等の必要書類は、早急に提出し承認を得てから施工を行う事。

・施工体制台帳は、契約後、速やかに提出すること。

暴力団排除条項に該当するものを下請負人とした場合には、元請負人に対して

下請負契約に解除を求めることができる。

・契約変更が生じる場合議会の承認が必要となるため、変更事由が発生した場合、

すみやかに監督員に報告を行い対応を検討すること。

・法令に基づき石綿(ｱｽﾍﾞｽﾄ)の事前調査及び報告を行い、石綿(ｱｽﾍﾞｽﾄ)が検出された場合は、

監督員と協議の上、適正に処理すること。

・下記工事と工期が重なるため、資材置き場、駐車スペース、工程等について協議を

十分に行い、各工事ともに工期内に竣功できるよう協力しあうこと。

【行橋市民体育館浄化槽更新工事】

行橋市民体育館外部等改修工事

〈現場説明書〉


